
運賃と料金の範囲の明確化等を内容とする標準貨物自動車運送約款等の

改正を行ったところですが、原則として、標準貨物自動車運送約款の改正の趣
旨を踏まえ、運送の対価としての「運賃」と運送以外の役務等の対価としての「
料金」を別建てで収受する旨の内容を含む約款を使用して頂くとともに、運賃と
料金を区分して設定し、運賃及び料金の変更届出を行っていただく必要があり
ます。

運賃・料金の変更届出をしていない場合
（※改正後の標準約款の趣旨を含む独自約款で認可を受け、運賃・料金の変更届出をしていない場合を含む。）

→貨物自動車運送事業法第６０条第１項報告義務違反 （初違反：警告 再違反：１０日車）

新標準約款以外（独自約款）を使用するにもかかわらず、認可申請をしていない場合
→貨物自動車運送事業法第１０条第１項運送約款認可違反 （初違反：２０日車 再違反：４０日車）

使用する約款を主たる事務所その他営業所へ掲示していない場合
→貨物自動車運送事業法第１１条運送約款の掲示義務違反 （初違反：警告 再違反：１０日車）

監査等により違反の事実が判明した場合は、行政処分の対象となる場合があります。

※参考 未手続のままですと行政処分（＊20日車等）や罰則（＊100万円以下の罰金等）の対象となります。

運送事業者が行う手続きの流れ
新標準約款への移行等に伴い所要の手続きが必要になりますので、下記「手続き」をご

確認の上、速やかに手続きを行っていただきますようお願いします。
なお、本通知と行き違いで手続きを完了されている場合にはご容赦願います。

（問い合わせ先）
国土交通省自動車局貨物課：０３-５２５３-８１１１
関東運輸局自動車交通部貨物課：０４５-２１１-７２４８
茨城運輸支局輸送部門：０２９-２４７-５３４８

新標準約款を
使用する

①新標準約款を主たる事務所その他営業所に
掲示する

②運賃及び料金の変更届出を行う

新約款に基づき、「待機時間料」、「積込料」及び「取卸料」等を収受するために、①、②
の手続きが必要です。

◆運送約款改正ご案内ホームページ
http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr4_000020.html
※上記URLより改正概要・申請書様式・Q&Aをご覧いただけます

標準貨物自動車運送約款の改正に伴う諸手続きを行っていない場合に関する重要な通知

平 成 ３ ０ 年 １ １ 月
国土交通省自動車局貨物課

標準貨物自動車運送約款等の改正に伴う諸手続きはお済みですか？
～未手続のままですと罰則や行政処分の対象となります～

※運賃と料金の別建て収受の趣旨を含む独自約款を使用することも可能ですが、その場合は、上記①
②に加え、約款の認可申請が必要となります。


